六月の短歌


勢力を誇りし毛利の墓処は　　　　　　　原　　敬子
　　　雨に濡れおりひっそりと閑

草の伸びにわが老の手の追ひつかず　　　岩本ひろこ
　　　しばし休憩白き雲ゆく

幸せを運びて来しか小判草　　　　　　　岡　恵美子
　　　きらきらゆれて山峡おだし

夏野菜に腰伸ばしつつ補杭建て　　　　　山﨑　幸代
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